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、

要
旨イ

ト
ウ
は
各
種
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧
種
と

し
て
記
載
さ
れ
、
絶
滅
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
生
息
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
定

量
的
な

デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
集
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま

た
、
イ
ト
ウ
を
絶
滅
か
ら
救
う
た
め
の
基
礎

と
な
る

生
態
学
的
知
見
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
得

ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
本
稿
で
は
、
近
年
の

調
査
で
明
ら
か
と
な

っ
て
き
た
イ
ト
ウ
の
生
息
状
況

の
概
要
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て

い
な
い
イ
ト
ウ
稚
魚
の
生
態
と
氾
濫
原
環
境

の
保
全

の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
た
、
絶
滅
が
危
惧

さ
れ
る
個
体
群
の
保
全
に
際
し
、
個
体
の
再
導
入
に

よ
る
個
体
群
復
元
の
試
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

遺
伝
的
多
様
性
等
の
保
全
の
た
め
安
易
な
水
系
間
で

の
移
植
放
流
を
制
限
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

「

イ
ト
ウ
と

は

イ

ト

ウ

(
郎
ミ

ミ

鳶

＼
ミ

)

は

サ

ケ
科

イ

ト

ウ

属

に
属

す

る
国

内

最

大
級

の
淡

水

魚

で
あ

る
。

か

つ
て

十

勝

川

で

二

・

一

m
の
イ

ト

ウ
が

捕

獲

さ

れ

た

と

い
う

記

録

も

あ

る

そ

う
だ

が

、
現

在

で
は

一
m
を
超

え

る
個
体

も

稀

で
あ

る
。

本
種

は
日

本

以
外

に

サ

ハ
リ

ン
や

千
島

列

島

南

部

、
沿

海

州

に

も
生

息

し

て

い
る

(木

村

一
九

六
六

、

グ

リ

ツ

ェ
ン

コ
ら

一
九

七

四

)
。
国
内

で

は
、
か

つ
て
青

森

県

と

岩
手

県

の

一
部

の
水
域

に
も

生

息

し

て

い
た

が
、

こ
れ

ら

の
個

体

群

は
既

に
絶

滅

し
、

現

在

は
道

南

の

一
部

及

び

口

高

地
方

を
除

く
北

海

道

に
分

布

が

限

定

さ
れ

て

い
る

(青

柳

一
九

五

七
、

宮

地

ら

一
九

七

六

)

(
写
真

1
)
。

イ

ト

ウ
属

は

ユ
ー

ラ

シ

ア
大

陸

に
広

く

分

布

し

、

本
種

以

外

に
、

シ

ベ
リ

ア

に
生

息

す

る

ア
ム

ー

ル
イ

ト

ウ

(蛍

ミ

ミ
§

)
、

鴨
緑

江

上

流

の

コ
ウ
ラ

イ

イ
ト

ウ

(
チ

ャ
チ
)

(≧

鋳
ミ
ぎ

ミ
ミ
)
、
揚

子
江

上

流

の
虎
魚

(
≧

ミ
ミ
ぎ
＼
凡
)
、

ド

ナ

ウ

川

の

=
=
o
げ
Φ
コ

(
気

ミ

忘

o
)

の

四
種

が

知

ら

れ

て

い
る

(}肖
〇
一〇
一評

鴨
、
無
Ǹ

一
¢
00
00
)
。

日
本

に
生

息

す

る

イ

イ トウのペ ア。左がオス、右がメス。オスは繁殖期には

婚姻色に染 まる(撮 影:秋 葉健司氏)
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ト

ウ

は
、

他

の
四

種

と
異

な

り

、
唯

一
降

海

性

を
有

す

る

(川

村

ら

お

・。
ρ

国
α
○

ミ

ミ
・
ぎ

O
㎝
)
。

ま

た
、

他

四
種

よ

り
鱗

が
大

き

く

、
側

線

鱗

数

が
少

な

い

(
イ
ト

ウ

u
=

○

～

一
二

五

枚

、

他

種

二

五

〇
～

二

〇

〇

枚

)

(木

村

一
〇
①
9

団
○
一〇
涛

ミ

ミ

一
¢
㏄
○。
)
。

他

の
日

本
産

サ

ケ
科

魚

類

が
全

て
秋

に
産

卵

す

る

の

に

対

し

、

イ

ト

ウ

は

唯

一
春

に
産

卵

す

る

(閃
鼻

塁

三
白
9。

一
¢
逡

)
。
ま

た

、
シ

ロ
ザ

ケ

等

は

一
度

の
産

卵

で
生

涯

を

終

え

る

一
回
産

卵

型

と
し

て
知

ら

れ

る
が

、

イ

ト

ウ

は
典

型

的

な

長
寿

多

数

回

産

卵

魚

で
、

二
十

年

近

く
生

き
数

回

に

渡

り

産
卵

を
繰

り

返

す

。

イ

ト

ウ
は

魚
食

性

が
強

い

こ
と

で
も
有

名

で
、

体

長

も

一
m
を
超

え

る

こ

と

か

ら
、

釣

魚

と

し

て

も
人

気

が

高

い

(写

真

2
)
。

調査 で捕獲 された大型のメス。2年連続 で同 じ河川で産卵 し

た(筆 者撮影)

写真2

二
.

イ
ト
ウ

の
現
状

イ
ト
ウ
は
本
州
で
は
既
に
絶
滅
し
た
が
、
北
海
道
に
お

い
て
も
そ
の
個
体
数
を
年
々
滅
少
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
道
内
各
地
に
お
け
る
中
小
河
川
、
大
規
模
河
川
の
下
流

域
及
び
湖
沼
で
絶
滅
が
相
次
ぎ
、
か
つ
て
イ
ト
ゥ
釣
り
で

名
を
馳
せ
た
尻
別
川
や
釧
路
川
、
十
勝
川
、
斜
里
川
等
に

お
い
て
も
、
ほ
ぼ
絶
滅
寸
前
の
状
態
で
あ
る

(後
述
)。

現
在
、
イ
ト
ウ
は
環
境
省

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧

I
B
類
(近
い
将
来
に
お
け
る
絶
滅
の
危
険
性
が
高

い
種
)

(環
境
省
二
〇
〇
〇
)、
北
海
道
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危

機
種

(絶
滅
の
危
険
に
直
面
し
て
い
る
種
)
に
選
定
さ
れ

て
い
る
(北
海
道
二
〇
〇
〇
)。
さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
に
は
、

国
際
自
然
保
護
連
合

(I
U
C
N
)
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
、

絶
滅
の
危
険
が
最
も
高

い
と
さ
れ
る
C
R

(○
葺
一〇
四
ξ

国
⇒
α
き
ひq
Φ「Φ鳥
)
に
選
定
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
的

な
保
護
措
置
は
ほ
と
ん
ど
と
ら
れ
て
い
な
い

(空
知
川
水

系
お
よ
び
朱
鞠
内
湖
と
そ
の
流
入
河
川
に
お
い
て
、
捕
獲

等
が

一
部
制
限
さ
れ
て
い
る
)
。
ま
た
、
イ
ト
ウ
の
生
態
や

保
全
に
関
す
る
研
究
も
、
個
体
数
が
少
な
く
デ
ー
タ
収
集

が
困
難
で
あ
る
等
の
理
由
か
ら
、
近
年
ま
で
あ
ま
り
進
ん

で
お
ら
ず
、
そ
の
詳
し
い
生
態
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

か

っ
た
。

三
.
イ
ト

ウ

の
生
息

状
況

年

々

そ

の
数

を

減

ら

し

て

い

る
と

危

惧

さ

れ
、

「
幻

」
も

し

く

は

「
絶

滅

寸

前

」

と

ま

で
言

わ

れ

て

き

た
イ

ト

ウ
。

し

か

し

、

そ

の
実

態

が

正

確

に

調

査

さ

れ

た

こ

と

は

な

か

っ
た
。
イ

ト

ウ

を
保

全

す

る

に
あ

た

り
、
実

際

に
現

在

、

ど

こ

に
、

ど

れ
く

ら

い
の
数

の
個

体

が

い
る

の

か
?

ど

の
程

度

絶

滅

の
危

険

が
高

ま

っ
て

い
る

の
か

?

を

ま
ず

正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
幾
人

か
の
仲
間
と
共
に
、
イ
ト
ウ
の
生
息
状
況
を
調
査
し
た
。

調
査
は
、
以
下
の
四
つ
の
段
階
を
踏
ん
で
実
施
し
た
。

(4)(3)(2)(1)

北
海
道
全
域
に
お
け
る
イ
ト
ウ
生
息
水
系
の
把
握

イ
ト
ウ
生
息
水
系
に
お
け
る
繁
殖
河
川
の
特
定

イ
ト
ウ
生
息
水
系
に
お
け
る
個
体
数
の
推
定

道
内
全
体
に
お
け
る
イ
ト
ウ
個
体
数
の
推
定

三
ー
ω

北
海
道
全

域

に
お
け

る
イ
ト
ウ
生
息

水

系

の
把
握

ま
ず
、
対
象
水
系
で
の
イ
ト
ゥ
の
分
布
を
判
別
す
る
方

法
の
確
立
が
必
要
で
あ

っ
た
。
我
々
は
、
そ
れ
ま
で
の
イ

ト
ウ
調
査
の
経
験
か
ら
、
イ
ト
ウ
の
稚
魚
、
特
に
○
歳
魚

に
着
目
し
た
。
イ
ト
ウ
の
○
歳
魚
は
、
浮
上
時
に
非
常
に

多
数
出
現
し
、
広
範
囲
に
流
下
分
散
す
る
。
ま
た
、
河
川

内
で
特
定
の
微
環
境

(流
速
、
水
深
、
カ
バ
ー
等
)
を
選

択
的
に
利
用
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
○
歳
魚
の
分
布
は
比

較
的
容
易
に
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
、
○
歳
魚
の
分
布
を
、

そ
の
水
系
に
お
け
る
イ
ト
ウ
分
布
の
指
標
と
考
え
た
。
な

お
、
○
歳
魚
を
イ
ト
ウ
分
布
の
指
標
と
す
る
こ
と
に
は
、

も
う

】
つ
の
利
点
が
あ

っ
た
。
○
歳
魚
の
確
認
は
繁
殖
の

確
認
と
同
じ
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
○
歳
魚
の
分
布
域

の
正
確
な
特
定
は
、
そ
の
水
系
に
お
け
る
繁
殖
河
川

(支

流
)
の
特
定

へ
と
繋
が
っ
た
。

○
歳
魚
を
指
標
に
し
た
イ
ト
ウ
生
息
水
系
の
調
査
結
果

は
、我
々
に
あ
ら
た
め
て
驚
く
べ
き
事
実
を
つ
き
つ
け
た
。

結
論
か
ら
言
う
と
、
北
海
道
の
イ
ト
ウ
は
既
に
壊
滅
的
な

状
態
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
道
内
の
少
な
く
と
も
三
十
水

系
で
イ
ト
ウ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
そ
の
う

ち
の
十
四
水
系
で
し
か
イ
ト
ウ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
残
り
の
十
六
水
系
で
は
ほ
ぼ
絶
滅
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
た
。
特
に
道
東
地
方
の
結
果
は
ひ
ど
く
、
⊥
流
域
を

3



自
衛
隊
の
矢
臼
別
演
習
場
で
守
ら
れ
て
い
る
別
寒
辺
牛
川

を
除

い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
河
川
で
既
に
絶
滅
、
も
し
く
は

絶
滅
寸
前
の
状
態
で
あ

っ
た
。

三
1

②

イ
ト

ウ
生
息

水
系

に
お
け

る

繁
殖

河

川

の
特
定

○
歳
魚
の
分
布
調
査
か
ら
イ
ト
ウ
の
生
息

を
確
認
し
た

水
系
に
お
い
て
、
繁
殖
河
川

(支
流
)
の
特
定
を
行

っ
た
。

比
較
的
容
易
に
稚
魚
を
確
認
で
き
、
安
定
し
た
個
体
群
を

擁
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
空
知
川
水
系

(金
山
湖
流
入
河

川
、
図
1
)
及
び
雨
龍
川
水
系

(朱
鞠
内
湖
流
入
河
川
)

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定

の
九
つ
の
支
流
で
繁
殖
が
確
認
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
安
定
し
た
個
体
群
を
擁
す

る
水
系
に
お
い
て
も
、
繁
殖
は
上
流
域
に
お
い
て
ラ
ン
ダ

ム
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

一
部
の
支
流

に
限
定
し
て

空知川水系模式図図1

選
択
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

一
方
、
道
東
及
び
道
南
の
河
川
で
の
調
査
結
果
は
我
々

を
愕
然
と
さ
せ
た
。
流
域
面
積
約
二
五

一
〇
㎞
を
誇
り
無

数
の
支
流
を
擁
す
る
釧
路
川
は
、
か
つ
て
道
東
地
方
に
お

け
る
イ
ト
ウ
釣
り
の
中
心
と
し
て
漫
画

に
も
登
場
し
た

が
、
現
在
そ
の
釧
路
川
に
お
い
て
、
繁
殖
河
川

(支
流
)

は

一
本
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
当
該
河
川
は
流
域
面

積
五
十

一
・
九
㎞
、
流
路
長
二
十
五

・
八
㎞
で
、
釧
路
川

の
全
流
域
面
積
の
約
二

・
一
%
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。

同
様
に
、
全
国
で
も
屈
指
の
広
大
な
河
川
で
、
流
域
面
積

約
九
〇

一
〇
㎞
を
誇
る
十
勝
川
に
お
い
て
も
、
繁
殖
河
川

は
た

っ
た
二
本
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
二
本

の
河
川
の
流
域
面
積
を
合
計
し
て
も
、
十
勝
川
全
流
域
面

積
の

一
・
三
%
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
道
南
の
雄
で
ニ
セ
コ

の
麓
を
流
れ
る
尻
別
川
で
は
、
○
歳
稚
魚
は

一
尾
も
確
認

で
き
ず
、
し
た
が

っ
て
、
繁
殖
河
川
の
特
定
す
ら
で
き
な

か
っ
た
。
た
だ
し
、

一
九
九
九
年
に
二
歳
魚
を

一
尾
、
二

〇
〇
〇
年
に
三
歳
魚
を
三
尾
捕
獲

(オ
ビ
ラ
メ
の
会
)
し

た
こ
と
か
ら
、

一
九
九
八
年
、

一
九
九
九
年
に
は
繁
殖
が

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

一
九
九
七
年
に
ご
く
少
数
の
個
体
が

ど
こ
か
で
繁
殖
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

三

ー

㈲

イ

ト

ウ

生

息

水

系

に

お

け

る

個

体

数

の

推

定

個
体

識

別

に
よ

る

イ

ト

ウ

の
産

卵
行

動

調

査

か
ら

、

イ

ト

ウ

の
メ

ス

は

一
尾

あ

た

り
平

均

三
個

の
産

卵

床

(巣

)

を

分

散

し

て

つ
く

る

こ

と

が

明

ら

か

と

な

っ
て

い

る

(国
処
o
卜。
O
O
一
)
。

し

た

が

っ
て
、

産
卵

河

川

を

歩

い

て
産

卵

床
数

を

カ

ウ

ン
ト

し

、

そ

の
数

を

三

で
割

る

と
、

そ

の
河

川

で
産

卵

し

た

メ

ス

の
数

を

推

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

(南
α
o
ミ

ミ

吋
8

0
)
。

例

え

ば
、

二
〇

〇

〇

年

に
空

知

川

水

系

の
A

川

で

は

三
十

四
個

、

B
川

で
は

二
十

七
個

の
産

卵
床
を
確
認
し
た
の
で
、
A
川
、
B
川
で
産
卵
し
た
メ
ス

親
魚
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十

一
尾
、
九
尾
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
支
流
ご
と
に
産
卵
床
を
数
え
て
メ
ス
親
魚
数

を
推
定
し
合
計
す
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
に
空
知
川
水
系
で

は
四
十
四
尾
の
メ
ス
が
産
卵
し
た
と
推
定
さ
れ
た
。
同
様

に
、
雨
龍
川
水
系
で
は
全
体
で

一
五

一
個
の
産
卵
床
を
確

認
し
、
産
卵
し
た
メ
ス
親
魚
数
は
五
十
尾
と
推
定
さ
れ
た

(表
1
)。
空
知
川
水
系
と
雨
龍
川
水
系
は
共
に
比
較
的
安

定
し
た
個
体
群
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
各

年
に
産
卵
す
る
メ
ス
の
数
は
非
常
に
少
な
い
と
言
え
る
。

同
様
の
調
査
を
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
水
系
で
も
行

っ

た
。
産
卵
河
川
が

一
本
し
か
な
い
釧
路
川
水
系
で
確
認
さ

れ
た
産
卵
床
数
は
十
三
個
、
し
た
が
っ
て
メ
ス
親
魚
数
は

四
尾
、
十
勝
川
で
は
産
卵
河
川
を
二
本
確
認
し
た
が
、
確

認
で
き
た
産
卵
床
は
合
計
五
個
、
し
た
が

っ
て
メ
ス
数
は

朱鞠 内湖流入河川 にお ける産卵床数 と推定 メス数表1
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た
っ
た
の
二
尾
と
推
定
さ
れ
た
。
尻
別
川
で
は
産
卵
床
を

確
認
で
き
て
い
な
い
の
で
、
メ
ス
の
数
を
推
定
す
る
こ
と

さ
え
で
き
な
か
っ
た
。
イ
ト
ウ
が
減
少
し
た
と
言
わ
れ
て

い
る
河
川
の
状
況
は
、
極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と
あ

ら
た
め
て
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

三
1
㈲

イ
ト
ウ
の
生
息

状
況

の
ま
と
め

以
上
の
調
査
を
道
内
全
域
で
行

っ
た
結
果
、
北
海
道
内

で
比
較
的
安
定
し
た
イ
ト
ゥ
個
体
群
は
わ
ず

か
七

つ
程
度

(空
知
川
、
雨
竜
川
、
猿
払
川
、
猿
骨
川
、
手
塩
川
、
声
問

川
、
別
寒
辺
牛
川
)
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と

な

っ
た
。
ま
た
、
少
数
個
体
で
維
持
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
絶
滅
危
惧
個
体
群

(釧
路
川
、
風
連
川
、
斜
里
川
、
鬼

士
別
川
、
知
来
別
川
等
)
や
、
さ
ら
に
、
既
に
崩
壊
も
し

く
は
絶
滅
状
態
に
あ
る
個
体
群

(十
勝
川
、
尻
別
川
、
西

別
川
、
標
津
川
等
)
も
多
数
確
認
さ
れ
た
。
道
内
全
域
に

お
け
る
繁
殖
個
体
の
数
に
つ
い
て
は
ま
だ
調
査
中
だ
が
、

こ
れ
ま
で
の
結
果
か
ら
、
合
計
し
て
も
せ
い
ぜ
い
二
〇
〇

〇
尾
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
北
海
道
内
の
イ
ト
ウ
は
激
減
し

て
い
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
比
較
的

安
定
し
た
七
個
体
群
の
う
ち
三
個
体
群

(空
知
川
、
雨
龍

川
、
声
問
川
)
は
ダ
ム
湖
の
環
境
収
容
力
に
依
存
し
た
も

の
で
あ
り
、
自
然
河
川
の
個
体
群
の
多
く
が
危
機
的
状
況

に
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
比
較
的
安
定
し

た
も
の
か
ら
既
に
絶
滅
し
た
も
の
ま
で
、
個
体
群
の
お
か

れ
た
状
況
が
個
々
に
異
な
る
こ
と
か
ら
、
個
体
群
ご
と
に

そ
の
状
況
に
即
し
た
保
全
策
を
立
案
し
実
行
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
今
後
も
道
内
全
域
に

お
い
て
各
地
域
個
体
群
の
ト
レ
ン
ド
を
よ
り
高
精
度
で
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

四
.
イ
ト
ウ
稚

魚

の
生
態
と
氾

濫
原

イ
ト
ウ
と
言
う
と
大
型
魚
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

一
方

で
そ
の
稚
魚
期
の
生
態
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
イ

ト
ウ
の
長
い
生
活
史
の
中
で
最
も
死
亡
率
の
高
い
時
期
は

○
歳
の
稚
魚
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
を
い
か
に
生
き
の
び

る
か
は
彼
ら
に
と

っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

イ
ト
ウ
の
稚
魚
期
の
生
態
に
つ
い
て
、
空
知
川
水
系
で
の

例
を
挙
げ
て
簡
単
に
説
明
し
た
い

(写
真
3
)
。

四
1
ω

稚
魚
の
流
下
分
散

イ
ト
ウ
は
春
に
河
川
上
流
域
の
礫
中
に
卵
を
産
み
、
夏イ トウの稚 魚 。 上:1歳 魚 、下:0歳 魚(筆 者 撮影)写真3

に
そ
の
礫
中
か
ら
稚
魚
が
浮
上
す
る
。
浮
上
と
同
時
に
稚

魚
は
流
下
行
動
を
開
始
す
る
。
こ
の
流
下
行
動
は
夜
間
に

限
定
し
て
み
ら
れ
、
こ
の
分
散
の
過
程
で
、
恐
ら
く
多
く

の
個
体
が
他
種
に
よ
る
捕
食
等
に
よ
り
死
亡
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
生
残
し
た
個
体
は
他
の
サ
ケ
科
魚
類
の
稚
魚

と
同
様
、
岸
よ
り
の
流
速
の
緩
や
か
な
浅
瀬
に
定
位
し
、

主
に
日
中
に
採
餌
を
行
う
。
あ
る
程
度
固
定
さ
れ
た
定
位

点
を
中
心
に
な
わ
ば
り
を
形
成
し
て
採
餌
す
る
個
体
が
多

い
が
、
特
定
の
定
位
点
を
も
た
ず

一
定
の
範
囲
を
移
動
し

な
が
ら
採
餌
す
る
個
体
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
稚
魚
の

行
動
は
こ
の
後
し
ば
ら
く
観
察
で
き
る
が
、
雨
が
降
り
河

川
流
量
が
増
加
す
る
度
に
そ
の
個
体
数
は
減
少
し
て
い

き
、

一
ヶ
月
も
す
る
と
産
卵
河
川
内
や
そ
の
下
流
の
本
流

域
で
は
そ
の
姿
を
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
。
で
は
、
稚
魚
達
は
そ
の
後
ど
こ
に
行

っ
て
し
ま
う
の

か
。

四
1
②

稚

魚
の
生
息
環
境
と
氾
濫
原

良
好
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
河
川
の
本
流
域
を
注
意

深
く
歩
く
と
、
氾
濫
原
と
呼
ば
れ
る
、
湿
生
の
植
物
が
生

い
茂
り
、
増
水
時
に
冠
水
す
る
環
境
が
あ
る
こ
と
に
気
付

く
。
そ
う
し
た
氾
濫
原
の
中
を
さ
ら
に
よ
く
見
る
と
、
流

量
の
少
な
い
小
支
流
や
分
流
、
伏
流
水
や
湧
水
等
に
よ
り

僅
か
に
水
の
移
動
が
あ
る
水
た
ま
り
や
、
ワ
ン
ド
と
呼
ば

れ
る
止
水
に
近

い
環
境
な
ど
、
実
に
多
様
な
水
環
境
が
あ

る
こ
と
に
気
付
く
(写
真
4
)
。
イ
ト
ウ
の
稚
魚
は
、
秋
以

降
に
な
る
と
、
産
卵
河
川
や
本
流
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

そ
う
し
た
環
境
を
生
息
場
所
と
し
て
選
択
的
に
利
用
す

る
。
そ
う
し
た
氾
濫
原
に
見
ら
れ
る
小
支
流
や
分
流
、
さ

ら
に
は
ワ
ン
ド
と
い
っ
た
環
境
は
、
水
域

(河
川
)
と
陸

域

(岸
)
と
の
曖
昧
な
境
界
に
形
成
さ
れ
る
特
殊
な
環
境

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
性
質
の
異
な
る
生

5



氾濫原 にある小支流(筆 者撮影)写真4

息

場

所

が

互

い
に
接

し

て
推

移

し

て

い
く

部

分

は
推

移

帯

(
エ

コ
ト

ー

ン
)
と
呼

ば

れ
、

そ

れ

ぞ

れ

の
生
息

場

所

の
中

央

部

(深

部

)

と
は

異

な

る
環

境

特

性

を
有

す

る
も

の
と

し

て

区

別

さ

れ

る
。

ま

た
、

そ
う

し
た

推
移

帯

に
は

そ

の

推
移

帯

特

有

の
生

物

群
集

が
成

立

す

る

(閑
o
ω
①
コ
ぴ
臼
ひq
俸

幻
餌
O
げ
鋤
Φ
一
一
㊤
㏄
①
、

樋

ロ

一
㊤
◎
①
)
。

イ
ト

ウ

の
稚

魚

が

選
択

的

に
利

用

す

る
氾

濫

原

の
小

支

流

等

は

、

ま

さ
し

く
推

移

帯

に
形
成

さ

れ

る
、
本

流

や
支

流

と
は

異

な

る
特

徴
的

な

環

境

で

あ

る

と
言

え

る
。

な

お
、

イ

ト

ウ
稚

魚

の
生
息

に

適

し

た

こ

う

し
た

環
境

は
、

本

流

や

支

流

の
流

呈

に
沿

っ

て

一
様

に
分

布

し

て
は

お

ら
ず

、

む
し

ろ
偏

っ
て
分
布

し

て
お

り

、
ま

た
、
そ

の
量

も

決

し

て
多

い
と

は
言

え

な

い
。

し

た

が

っ
て
、

秋

か

ら
冬

に

か

け

て
そ

う

し

た
環

境

に
定

着

で
き

る
個

体

の
数

は
限

ら

れ

て

お
り

、
こ

の
段
階

で
も

、

多

く

の
個

体

が

死
亡

し

て

い
る

と
考

え

ら

れ

る
。

四
1

㈲

氾
濫
原

の
保
全

イ
ト
ウ
の
保
全
を
実
践
す
る
上
で
、
稚
魚
の
生
息
環
境

と
な
る
氾
濫
原
と
そ
こ
に
形
成
さ
れ
る
小
支
流
等
を
適
切

に
保
全
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

氾
濫
原
環
境
は
近
年
急
速
に
減
少
し
て
い
る
。
治
水
の
徹

底
を
図
る
た
め
に
河
道
の
直
線
化
と
そ
れ
に
伴
う
護
岸
工

事
が
何
キ
ロ
に
も
渡

っ
て
施
さ
れ
、
農
地
化
や
市
街
地
化

は
も
と
よ
り
、
よ
り
高
度
な
土
地
利
用
を
目
指
し
て
公
園

や
ゴ
ル
フ
場
等
が
河
川
敷
内
に
造
成
さ
れ
て
い
る
。
特
に

護
岸
は
河
川
と
陸
地
と
の
境
界
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
分
断

す
る
た
め
、
推
移
帯
の
形
成
そ
の
も
の
を
阻
害
す
る
。
さ

ら
に
、
護
岸
は
本
流
の
み
な
ら
ず
小
支
流
に
ま
で
及
び
、

湿
生
植
物
が
繁
茂
し
多
様
な
生
物
が
生
息
し
て
い
た
貴
重

な
環
境
が
、
短
期
間
で
生
物
相
の
乏
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト

水
路
と
化
し
て
い
る
例
を
多
く
目
に
す
る
。
そ
の
よ
う
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
で
は
、
カ
バ
ー
が
少
な
く
流
速
も
大

き
い
た
め
イ
ト
ウ
の
稚
魚
は
定
位
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な

い

(写
真
5
)。

イ
ト
ウ
に
限
ら
ず
、
氾
濫
原
環
境
に
生
活
史
の

一
部
を

依
存
し
て
い
る
種
の
多
く
は
、
近
年
減
少
の

一
途
を
辿

っ

て
い
る
。
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
絶
滅
危

惧
種
の
ア
ユ
モ
ド
キ
や
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
は
、
繁
殖
の
際
に

氾
濫
原
環
境
を
特
異
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
近
年
の
研
究

に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

(小
川
・長
田

一
九
九
九
、

阿
部
ら
二
〇
〇
四
)
。魚
類
以
外
で
も
、
例
え
ば
植
物
で
は
、

川
の
周
り
を
主
要
な
生
育
場
所
と
す
る
種
が
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
に
多
数
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
国
内
の
氾
濫
原
植
物
は
危

機
的
な
状
況
に
陥

っ
て
い
る
(鷲
谷

一
九
九
九
)。
氾
濫
原

河川改修 された小支流。自然 に配慮 した工法を とってい

るが、改修後 イ トウの稚魚 は見 られな くなった(筆 者撮

影)

写真5

と
い
う
極
め
て
変
化
に
富
む
環
境
と
そ
れ
に
起
因
す
る
生

物
多
様
性
の
価
値
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
保
全
す

る
こ
と
は
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
急
を
要
す
る
重
大
な
責

務
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

五
.
イ
ト
ウ

個
体

群

の
復

元

こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
尻
別
川
や
十
勝
川
な
ど
、
個

体
数
が
著
し
く
減
少
し
絶
滅
寸
前
の
状
態
に
あ
る
個
体
群

が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
こ
う
し

た
個
体
群
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
措
置
を

と
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

一
般
に
、
生
息
地
の
破
壊
や
分
断
化
、
乱
獲
等
に
よ
り

著
し
く
個
体
数
が
減
少
し
た
生
物
の
個
体
群
は
、
絶
滅
の

6



渦
と
呼
ば
れ
る
過
程
を
経
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
絶
滅
の
危

険
が
高
ま
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

(℃
同一ヨ
餌o
評
一竈
ω、

鷲
谷

・
矢
原

這
¢
①、
樋
口

ち
¢①
、
江
戸

・
東

ぎ
壽
)。
例

え
ば
、
生
物
の
個
体
数
は
常
に
増
減
を
繰
り
返
し
て
ゆ
ら

い
で
い
る
が
、
小
集
団
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
人
口
学
的

ゆ
ら
ぎ
が
偶
然
に
大
き
く
作
用
し
て

一
気
に
絶
滅
に
向
か

う
場
合
が
あ
る
。
同
様
に
、
偶
然
に
よ
る
環
境
変
動
の
効

果
も
小
集
団
の
絶
滅
に
大
き
く
作
用
す
る
。
ま
た
、
小
集

団
で
は
近
親
交
配
や
遺
伝
的
浮
動

(偶
然
に
よ
る
遺
伝
子

頻
度
の
変
化
)
に
よ
る
遺
伝
的
劣
化
等
の
効
果
も
無
視
で

き
な
い
。
さ
ら
に
、
イ
ト
ウ
の
よ
う
に
広
大
な
生
息
地
を

利
用
す
る
種
で
は
、
個
体
数
が
少
な
い
と
個
体
同
士
が
関

与
す
る
機
会
も
減
少
し
、
繁
殖
率
が
低
下
す
る
可
能
性
さ

え
懸
念
さ
れ
る

(ア
リ
ー
効
果
)
。

し
た
が

っ
て
、
個
体
数
が
著
し
く
減
少
し
た
個
体
群
で

は
、
絶
滅
の
渦
を
避
け
る
た
め
に
、
ま
ず
個
体

数
を
増
加

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
禁
漁
等
の
措
置
で
は
も
は
や
個
体

数
の
回
復
が
見
込
め
な
い
場
合
、
人
工
増
殖

に
よ
り
個
体

数
を
増
加
さ
せ
て
個
体
群
そ
の
も
の
を
復
元
さ
せ
る
、
よ

り
積
極
的
な
関
与
が
必
要
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
個
体
群

の
復
元
に
用
い
る
個
体
は
、
対
象
と
す
る
個
体
群
が
完
全

に
絶
滅
し
た
場
合
等
を
除
き
、
そ
の
個
体
群
由
来
の
遺
伝

子
を
も
つ
個
体
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
安

易
に
別
水
系
由
来
の
個
体
を
移
植
放
流
し
て
個
体
数
の
増

加
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
。

五
1

ω

な
ぜ
移
植
放
流
は

い
け
な

い
の
か
?

イ
ト
ウ
個
体
群
を
復
元
さ
せ
る
上
で
、
な
ぜ
別
水
系
由

来
の
個
体
の
放
流
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。

一

見
同
じ
よ
う
に
思
わ
れ
る
各
水
系
の
イ
ト
ウ
も
、
詳
し
く

調
べ
て
み
る
と
様
々
な
違

い
の
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
例

え
ば
、
空
知
川
水
系
の
オ
ス
繁
殖
個
体
の
平
均

サ
イ
ズ
は

約
四
十
五

㎝
し
か
な
い
が
、
天
塩
川
水
系
の
オ
ス
は
平
均

で
約
六
十
五

㎝
も
あ
り
、
齢
構
成
に
も
大
き
な
差
が
見
ら

れ
る
(写
真
6
、
図
2
)
。
ま
た
、
最
近
の
D
N
A
解
析
の

結
果
か
ら
、
北
海
道
内
の
イ
ト
ウ
の
遺
伝
的
組
成
は
水
系

に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し

た
差
は
、
個
体
群
ご
と
に
か
か
る
自
然
選
択
の
種
類
や
方

向
、
強
さ
等
が
異
な
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
各
水
系
の
個
体
群
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
環

境
の
下
で
異
な
っ
た
自
然
選
択
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

個
体
群
ご
と
に
そ
の
構
造
や
遺
伝
的
組
成
等
が
異
な

っ
て

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
各
水
系
の
個
体
群
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
独
自
の
進
化
の
過
程
に
お
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
生
物
の
進
化
は
分
類
学
上
の
種
ご
と水 系間で異なるイ トウの個体群構造写真6

麟
A水系

■
B水系
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尾叉 長

図2水 系問で異なるイ トウ繁殖個体のサイズ

に
起
こ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
保
全
生
物
学
で
は
、
保

全
す
べ
き
集
団
の
単
位
は
何
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
進
化

的
に
意
味
の
あ
る
集
団

(国
く
○
ピ
怠
o
コ
o
曙

ω
蒔
三
臣
∩窪
叶

C
三
#
国
○っ
C
)
と
い
う
単
位
が
考
え
ら
れ
て
い
る

(ρ
窪
-

α
巴

ミ

ミ

NO
OO
)。
イ
ト
ウ
の
場
合
、
E
S
U
は
自
然
状

態
で
交
配
可
能
な
同

一
水
系
内

の
個
体
群
と
考
え
ら
れ

る
。し

た
が

っ
て
、
保
全
の
対
象
は
個
体
群
を
単
位
に
考
え

る
べ
き
で
あ
り
、
個
体
群
間
の
差
異
を
無
視
し
た
安
易
な

個
体
の
移
植
放
流
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
、
独
自

の
遺
伝
的
組
成
や
個
体
群
構
造
を
も

つ
A
水
系
の
個
体
群

に
、
別
の
B
水
系
か
ら
個
体
を
導
入
し
定
着
さ
せ
る
と
、

A
水
系
イ
ト
ウ
個
体
群
独
自
の
遺
伝
的
組
成
等
は
永
久
に

7



失
わ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
B
水
系
の
遺
伝
子
が
A
水
系

に
適
応
し
な
い
場
合
、
A
と
B
が
交
配
す
る
と
、
A
水
系

個
体
の
子
孫
ま
で
A
水
系
に
適
応
で
き
な
く
な
る
可
能
性

さ
え
考
え
ら
れ
る
(異
型
交
配
弱
勢
)
。
何
よ
り
、
水
系
ご

と
に
多
様
な
構
造
や
遺
伝
的
組
成
を
示
す
各
地
域
の
イ
ト

ウ
個
体
群
が
、
移
植
放
流
に
よ
り
全
て
単

一
個
体
群
の
も

の
と
入
れ
替
わ

っ
て
し
ま

っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。
遺
伝
学

や
生
物
地
理
学
等
に
お
け
る
学
術
的
価
値
が
永
久
に
失
わ

れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
個
体
群
の
多
様
性
や
遺
伝
的
多

様
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
北
海
道
の
イ
ト
ウ
は
急

激
な
環
境
変
動
等
に
対
す
る
適
応
力
さ
え
も
大
き
く
失
う

こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
個
体
群
の
復
元
を
行
う
際

は
、
極
力
そ
の
水
系
由
来
の
遺
伝
子
を
持

つ
個
体
を
用
い

て
増
殖
を
行

い
、
個
体
群
の
多
様
性
及
び
遺
伝
的
多
様
性

を
保
全
す
る
努
力
が
必
要
と
な
る
。

五
ー

ω

個
体
群
復

元
の
試
み

現
在
、
実
際
に
イ
ト
ウ
個
体
群
の
復
元
に
取
り
組
ん
で

い
る
例
を
以
下
で
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
道
南
を
流
れ
る

尻
別
川
は
か
つ
て

一
m
を
超
え
る
大
型
個
体

が
頻
繁
に
釣

れ
る
河
川
と
し
て
有
名
だ

っ
た
が
、
既
述
の
通
り
、
現
在

は
個
体
群
が
絶
滅
寸
前
で
あ
り
、
繁
殖
支
流

の
特
定
す
ら

で
き
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
を
憂
え
た
イ
ト
ウ
釣
り

師
や
研
究
者
達
が
集
ま
り
、

一
九
九
六
年
に
イ
ト
ウ
保
護

の
た
め
の
N
G
O
、
「尻
別
川
の
未
来
を
考
え
る

オ
ビ
ラ

メ
の
会
」
が
発
足
し
た
。
オ
ビ
ラ
メ
の
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
尻
別
川
水
系
由
来
の
親
魚

の
確
保
に
努

め
て
き
た

が
、
二
〇
〇
三
年
に
釣
り
人
の
協
力
を
得
て
待
望
の
抱
卵

メ
ス
を
確
保
し
、
そ
れ
ま
で
蓄
養
し
て
い
た
オ
ス
と
人
工

的
に
交
配
さ
せ
て
、
翌
年
の
夏
ま
で
に
約
五
〇
〇
〇
尾
の

稚
魚

の
確
保
に
成
功
し
た
(写
真
7
、
8
)
。
こ
れ
ら
稚
魚

の
う
ち
約

一
八
○
○
尾
を
二
〇
〇
四
年
秋
に
、
約

一
七
〇

尻 別 川 で捕 獲 され た メ ス。117cm(撮 影:鈴 木 芳 房氏)　ノ真写

○
尾
を
二
〇
〇
五
年
春
に
、
尻
別
川
水
系
支
流
に
放
流
し

た
。
そ
の
後
、
放
流
し
た
稚
魚
の
個
体
数
変
動
や
成
長
率

等
を
継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
お
り
、
稚
魚
が
放
流

河
川
で
こ
れ
ま
で
順
調
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
(写
真
9
、
10
)。
同
時
に
、
オ
ビ
ラ
メ
の
会
で
は

尻
別
川
総
点
検
と
称
し
て
尻
別
川
各
支
流
を
踏
査
し
、
イ

ト
ウ
の
生
息
に
適
し
た
環
境
や
イ
ト
ウ
が
遡
上
す
る
際
に

障
害
と
な
る
堰
堤
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も

に
、
行
政
と
協
力
し
堰
堤

へ
の
魚
道
の
設
置
等
を
計
画
す

る
な
ど
、
イ
ト
ウ
の
再
導
入

・
定
着
に
必
要
な
河
川
環
境

の
保
全

・
復
元
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

尻
別
川
に
お
け
る
こ
う
し
た
活
動
は
、
他
水
系
の
絶
滅
危

惧
個
体
群

の
保
全

・
復
元
を
実
践
す
る
際
に
、
モ
デ

ル

採卵の様子(撮 影 鈴木芳房氏)8
ノ

ケ
ー
ス
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
思
わ
れ
る
。

二
〇
〇
五
年
に
は
、
尻
別
川
と
同
様
に
絶
滅
の
危
機
に

あ
る
十
勝
川
の
イ
ト
ウ
個
体
群
を
復
元
す
る
た
め
、「十
勝

の
イ
ト
ウ
を
守
る
会
」
が
発
足
し
た
。
同
会
で
は
、
十
勝

川
水
系
オ
リ
ジ
ナ
ル
遺
伝
子
を
持

つ
イ
ト
ウ
の
稚
魚
を
約

五
十
尾
飼
育
し
て
お
り
、
今
後
の
個
体
群
復
元
に
供
す
る

予
定
で
あ
る
。
同
様
の
取
り
組
み
は
、
今
後
他
の
絶
滅
危

惧
個
体
群
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

一

〇
〇
〇
万
年
と
い
う
途
方
も
な
い
時
間
を
か
け
て
連
綿
と

世
代
交
代
を
繰
り
返
し
て
き
た
北
海
道

の
イ
ト
ウ
を
、

我
々
の
代
の
わ
ず
か
数
十
年
で
絶
や
し
て
し
ま
わ
ぬ
た
め

に
、
今
こ
そ
、
着
実
で
息
の
長
い
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

8



終
わ
り
に

尻別川に放流 された稚魚(0歳 魚)(撮 影:鈴 木芳房氏)写真9

こ
こ
ま
で
、
北
海
道
の
イ
ト
ウ
が
危
機
的
状
況
に
あ
る

こ
と
を
報
告
し
、
保
全
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

一
方
で
、
逆
説
的
だ
が
、
筆
者
は
安
易
に
イ
ト
ウ
を
単
な

る
保
護
動
物
と
し
て
画

一
的
に
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
る
。
イ
ト
ウ
は
釣
り
の
対
象
魚
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

食
用
等
と
し
て
も
人
に
利
用
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
持

つ
。

縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
も
イ
ト
ウ
の
骨
は
出

土
し
て
お

り
、
ア
イ
ヌ
民
族
も
イ
ト
ウ
を
貴
重
な
淡
白
原

と
し
て
利

用
し
て
い
た
。
丈
夫
な
皮
は
靴
や
服
な
ど
に
も
利
用
さ
れ

た
。
も
ち
ろ
ん
現
在
で
も
イ
ト
ウ
を
食
用
等
に
利
用
し
て

い
る
地
域
は
あ
る
。
こ
れ
だ
け
イ
ト
ウ
が
減
少
し
、
さ
ら

写真10尻 別川に放流 された稚魚(1歳 魚)(撮 影:大 光明宏武氏)

に
こ
れ
だ
け
食
料
が
溢
れ
て
い
る
時
代
に
、
敢
え
て
イ
ト

ウ
を
捕
獲
し
食
べ
る
こ
と
な
ど
を
推
奨
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
安
定
個
体
群
に
お
い
て
は
、
リ
リ
ー
ス
を
前
提
と

す
る
釣
り
な
ど
を
通
じ
て
、
人
と
の
直
接
的
な
関
係
を

一

定
程
度
維
持
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な

ら
、
イ
ト
ウ
の
価
値
や
素
晴
ら
し
さ
は
、
イ
ト
ウ
と
直
接

触
れ
合
う
機
会
が
な
け
れ
ば
本
当
に
は
理
解
さ
れ
な
い
と

思
う
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
釣
り
な
ど
を
通
じ
て
イ
ト
ウ
の

本
当
の
価
値
を
評
価
・享
受
し
て
い
る

「受
益
者
」
こ
そ
、

イ
ト
ウ
保
護
を
推
進
す
る
力
に
な
り
得
る
と
信
じ
る
。
も

し
人
と
イ
ト
ウ
と
の
関
わ
り
を
断

っ
て
し
ま
え
ば
、
水
面

下
を
泳
ぎ
人
の
目
に
ふ
れ
る
事
の
無
い
イ
ト
ウ
に
関
心
を

抱
く
人
の
数
は
減
り
、
保
護
を
訴
え
る
人
も
少
な
く
な
る

だ
ろ
う
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
イ
ト
ウ
を
守
る
た

め
に
は
、
イ
ト
ウ
釣
り
な
ど
を
守
る
必
要
さ
え
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

種
の
保
存
法
に
し
ろ
、
北
海
道
希
少
野
生
動
植
物
保
護

条
例
に
し
ろ
、
保
全
対
象
は
種
で
あ
り
、

一
度
保
全
対
象

に
指
定
さ
れ
る
と
そ
の
種
の
全
て
の
個
体
群
に
お
い
て
、

個
体
の
捕
獲
等
が
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
画

一

的
な
禁
漁
等
の
施
策
は
、
イ
ト
ウ
の
価
値
や
素
晴
ら
し
さ

を
評
価

・
享
受
す
る
機
会
を
失
わ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
希
少
種
の
保
護
と
釣
り
等
に
よ
る
利
用
は
相
反
す

る
も
の
で
あ
り
、
同

一
の
法
的

・
制
度
的
枠
組
み
の
中
で

そ
の
両
立
を
図
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の

一
般
的
な
認

識
も
根
強

い
。

イ
ト
ウ
の
保
全
を
図
る
上
で
、
イ
ト
ウ
と
人
と
の
関
係

を
切
り
離
す
こ
と
は
得
策
で
は
な
い
。
幸

い
に
し
て
、
既

述
の
よ
う
に
個
々
の
個
体
群
の
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く

異
な

っ
て
い
る
。
今
後
は
、
保
全
対
象
を
種
で
は
な
く
個

体
群
と
定
め
、
人
と
対
象
個
体
群
と
の
関
係
も
含
め
て
、

個
々
に
適
切
な
保
全
策
を
図
る
よ
う
な
、
新
し
い
枠
組
み

が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
絶
滅
危
惧
個

体
群
で
は
も
ち
ろ
ん
適
切
な
禁
漁
期
等
の
設
定
や
生
息
環

境
の
保
全

・
復
元
、
個
体
の
再
導
入
等
に
よ
り
徹
底
し
て

個
体
数
回
復
に
努
め
、

一
方
で
安
定
個
体
群
で
は
科
学
的

な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
個
体
群
存
続
に
影
響
し
な
い

範
囲
で
の
資
源
の
利
用
を
認
め
る
よ
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サ ケ 目Salmoniformesサ ケ科Salmonidae

頭部か ら尾部までの背側面に

小さな黒点が多数散在する

脂びれ頭部背面は平坦

体は細長 く,体 高は低い

イ トウ

「北 の さか な た ち」(北 日本 海 洋 セ ン ター 、1991)か ら
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